
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラン
の成果指標を達成した教師80％以上

・全教職員のマイプランを一覧表にまとめ共有するとともに、
校内研修等により取組の促進を図る。

C

・全職員のマイプランを一覧表にまとめ共有す
ることはできた。

B

・マイプランの一覧表を作成し、教職員間で共有を図った。
・学びの土台となる教室環境を統一したり、「学びスター」という自主学習
を実施したりした。
・県学習状況調査では、4教科において県平均を上回った。
・マイプランの成果指標を達成した教職員は、70％だった。

B

・県学習状況調査の結果で県平均を上回っている教科が増えたとのことであり、先
生方の指導の表れだと思う。
・学力向上への取り組みの成果がでている。
・P⇒D⇒S（計画⇒実践⇒評価）。指導法等の改善に努めておられることに敬服す
る。。今後も、教育法の進化への歩みを応援したい。

教務主任
学力向上コーディネーター

○自分の考えをもち、表現できる生徒の
育成

○「自分の考えをもち、表現することができた」
に肯定的な回答をする生徒の割合を70％以
上。

・「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」の１時間完結型の
授業を実践するとともに、自分の考えをまとめる場を設
定する。
・生徒による授業アンケートを学期に１回実施し、授業改
善を行う。

B

・「めあて」「まとめ」の黒板掲示用カードを作成
した。
・7月に授業用アンケートを実施した「自分の考
えをもつことができた」に肯定的な回答をした生
徒は92％だった。

B

・生徒による授業評価アンケートを実施し、授業改善に活用した。
・生徒アンケートで「自分の考えをもつことができた」に肯定的な回答を
する生徒の割合は、73％である。別の授業用アンケートでは、85％であ
る。また、「小集団の話し合いでは自分の考えを友だちに伝えたり、深め
たりすることができた」に肯定的な回答をした生徒は、89％だった。

B

・指標達成できている。「自分の考えを持ち表現する」授業参観の時の面接練習に
成果が表れていると思った。

教務主任
学力向上コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇全職員で道徳教育に取り組み、深い学びに
つながる考え、議論する道徳の授業を実践す
る。
○道徳の授業参観を年１回以上行う。
○自他を尊重する態度を称賛する場を設定す
る。

・人権集会や平和集会を実施する。
・学年を中心にティーム・ティーチングによる授業を実践
し、道徳教材の工夫改善を行う。
・褒め短歌、帰りの会でのハートタイムの実践及び道徳
コーナーの充実を図る。

B

・6月23日に平和集会を実施した。
・学年の道徳担当を中心にティーム・ティーチン
グによる授業を計画的に実施できている。
・帰りの会ではなく朝の会で計画的にハートタイ
ムを実施できている。

B

・具体的取組は、ほぼ計画通り実施することができた。
・道徳の授業については、これまでの取組を継続し、ティーム・ティーチン
グによる授業を計画的に実施した。道徳の授業参加は１回行った。
・「いじめや差別を許さず、相手の気持ちを考えて生活しているか」に肯
定的な回答をした生徒の割合は、91％だった。

B

・社会人になった時、どのように関わっていくかを考える教科だと思う。年間35時間
では少なすぎる。

人権・同和教育担当
道徳教育主任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等について組織的対応ができて
いると回答した教員95％以上
○いじめの早期発見につながるアンケートや
教育相談を実施する。

・いじめの対応についての研修・会議を年間に2回以上行
う。
・学校生活に関するアンケートを毎月実施する。

B

・夏季休業中に講師を招聘していじめ対応の研
修会を実施した。
・学校生活に関するアンケートは毎月実施して、
いじめの早期発見に努めている。
・休み時間や昼休み等も臨場指導を行ってい
る。

B

・学校生活アンケートは毎月実施して、いじめの早期発見に努めるとともに、講
師を招いてのいじめ防止等に関する研修会を実施した。改訂された生徒指導
提要のミニ研修会も実施した。
・「組織的な対応ができている」と肯定的な回答をした教員は95％であり、休み
時間や昼休み等の臨場指導を含め、生徒指導主事を中心に、組織的対応が
できている。 B

・「いじめ～」の残り9％程度の分析・対応が重要と思われる。
・休み時間まで使って対応していただいていることに親として感謝している。
・いじめは事件、事故につながる重大な問題である。日頃より生徒と教員のコミュニ
ケーションを密にし、心情を言い合える関係を持つべきだと思う。
・いじめの調査は、目に見えない「いじめ」を掘り起こし、苦しんでいる生徒を救うた
めに行うものである。件数を把握するためではない。

生徒指導主事

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

◎「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした生徒80％以上

・職業調べ・職場体験・進学説明会など学年ごとの体験
活動を踏まえて職業観や正しい進路選択の意識や態度
を養い、進路学習を充実させる。
・「キャリアパスポート」を活用し、将来の進路について考
えさせる機会を設定する。 B

・職場体験はコロナのため中止したが、２・３年
生対象に高校説明会、2年生対象のキャリア講
話を実施できた。
・「キャリアパスポート」については、実施方法等
を全職員で再確認する必要がある。 C

・職業調べ、高校調べ、進学説明会は実施することはできた。新たに2年
生対象にハローワークから講師を招き、また１年生対象に県教委のグ
ローバル人材育成の事業を活用して、それぞれキャリア講話を実施する
ことができた。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした生徒は、
70％であり、さらなる進路指導の充実が必要である。

B

・コロナ禍の中、工夫して取り組みがされていると思う。成果指標は、学年別にすれ
ばいいかと思う。1→2→3年と数値が高くなれば、成果が出ているのだと思う。
・自律性を高めることと思う。生徒自身が考えて決断し、行動する経験を積み重ね
る。例えば、修学旅行で、生徒たちに旅行の「参加者」ではなく、「企画者」になって
もらい、何か真の「目的」を持たせるとか。

進路指導主事

○教育相談の充実 ○「学校生活の中で相談できる人（先生、ス
クールカウンセラーや友達など）がいる」と肯定
的に回答する生徒85％以上

・教育相談週間を年に２回設定し、全職員で生徒の相談
にあたる。
・毎週教育相談部会を開催し、ＳＣやＳＳＷの助言をもと
に生徒の実態に応じた対応ができる体制を整備する。
・学活ノート等からトラブルを早期に発見する。
・i-check分析の研修会を実施する。 B

・SCを講師に教育相談についての研修を深め
た後、6月に全校生徒対象に教育相談を実施し
た。
・毎週、教育相談部会を開催し、生徒の実態に
応じた体制ができつつある。 B

・教育相談週間を年間２回設定した。アンケートの実施、学活ノートの確
認、休み時間や昼休みの臨場指導等を通して、トラブルの早期発見・把
握に努め、担任等は常に細やかに対応している。
・気になる生徒の対応については、SC、SSW、関係機関と連携して進め
ることができた。
・生徒アンケートで「学校の中で相談できる人がいる」と回答した生徒の
割合は、77％であり、SCやSSW等がいることを生徒にもっと周知する必
要がある。

B

・特に意見や提言はない。

教育相談担当

●健康・体つくり

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える児童生
徒100％

・生徒会給食部の活動と連携し、「食」の大切さについて
考える活動を行う。
・江北小学校の学校栄養職員と連携を図り、各学級、年
１回の食の授業を実践する。

C

・2学期以降実施予定である。

B

・生徒会給食部で「食」の大切さを考える「給食感謝集会」や栄養教諭に
よる食についての講話を実施することができた。
・「健康に食事は大切である」と回答した生徒の割合は99％だった。 B

・先生方の日頃のご指導の賜物である。

食育担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。

・定時退勤日や事務処理時間を設定する。
・ICTを活用した業務の効率化を図る。

C

・職員会議の実施日に事務処理時間の設定が
できている。ICTを活用するという教職員の意識
化が必要である。
・1学期は中体連があり、時間外在校時間の上
限を超えている。 C

・学校運営の工夫や「desknet's NEO」利用の推進により事務処理時間
を確保し、時間外在校時間の縮減に務めた。
・12月までの時間外勤務時間の平均は約49時間で、上限を超えている。
教員の意識改革が必要である。 C

・働き方改革に努められている。
・なかなか難しいですね。数年前と比較すれば改善しているのではと思う。平均を
引き上げている先生は、頑張って早く帰ってください。
・意識改革のほか、職員間や上席のカバーもさらに充実していただきたい。
・教員のICT活用の標準化を図る。苦手意識を払拭する為に、サポート体制を確立
する。対面授業の再開は生徒の学習能力の低下につながる。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小・中連携教育

○小学校との連携推進 ○小学校との連携が進んだと回答する教師
80％以上。

・教務、生徒指導、教育相談、特別支援教育について、
小学校との情報共有の場を設定する。

B

・1年生に関する生徒指導（教育相談、特別支
援教育を含む）関係の情報共有の場を2回設定
することができた。次年度は年間計画に位置付
ける必要がある。 C

・SEI-Netの文書管理に情報共有のためのフォルダを作成し、データによる情
報共有を行いやすくした。中１生徒について、生徒指導（教育相談、特別支援
教育を含む）関係の情報共有の場を2回設定した。
・小学校との連携をより推進したいと考える教員が多く、抜本的な改善が必要
である。連携するための会議等を年間計画に位置付ける必要がある。

C

・引き続き継続を
・小中連携を推進したいという先生方のご意見からすると、義務教育学校の方がい
いのかなと感じる。R5年度末までに、基本構想が策定されるとのことだが、まだし
ばらく先のこと。引き続き取組むみをお願いしたい。
・着実な前進が重要だと考える。

管理職
教務

○特別支援教育

○特別支援教育の充実 ○昨年度より特別支援教育が充実したと回答
する教師が80％以上。

・個別の指導計画、教育支援計画の様式を見直すととも
に該当する生徒の計画を100％作成する。
・UDの視点から環境整備を行う。
・特別支援教育に関する校内研修会を２回実施する。 B

・指導計画、支援計画ともに様式の見直しがで
き、作成をすすめている。
・校内研究の学習環境部会を中心に環境整備
をすすめている。
・夏季休業中に校内研修会を2回実施すること
ができた。

C

・個別の指導計画、教育支援計画については、様式の見直しを行い、該当生徒す
べての計画を作成することができた。
・次年度入級してくる児童について、授業見学や情報共有の場を個別に設定した。
・校内研究でＵＤの視点から環境づくりを行ったり、外部から講師を招聘し2回研修
会を実施したりしたが、特別支援教育が充実したと回答した教員は60％であり、取
組の工夫が必要である。

C

・引き続き継続を
・授業参観では、落ち着いた授業態度だと思う。
・特別支援教育の充実度の％が上がることを願う。
・彼らにとって学校は影響力のある場所である。保護者と先生の間で、家庭での問
題点と学校での問題を共有する。例えば、「ほめる行動」「注意する行動」を家庭と
学校で統一するとか。発達障害者への認識と知識を持つ専門員と費用が必要であ
れば行政と相談すべきである。

特別支援教育コーディネー
ター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 江北町立江北中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校評価保護者アンケートの「お子さんが本校の生徒でよかったと思いますか」では、昨年度より2ポイント増加し94％の保護者が肯定的な回答であった。学校評価生徒アンケートの「あなたは、学校が楽しいですか」では、昨年度より2ポイント増加し86％、「あなたは、学校生活の中で相談できる人（先生、スクールカウンセラーや友達など）いますか」では、昨
年度より7ポイント減少し77％の生徒が肯定的な回答であった。このことから今年度の学校教育目標に沿った教育活動はおおむね推進できていると考えられる。しかし、「あなたは、学校生活の中で相談できる人（先生、スクールカウンセラーや友達など）いますか」と肯定的に答えている生徒が、昨年度より減少しているので、望ましい人間関係づくりを進めると
ともに、スクールカウンセラーの来校を便りで周知するなど相談体制を工夫していく必要がある。
・学校評価生徒アンケート「先生方は、わかる授業に努めていると思いますか」では、昨年度より4ポイント増加し97％、学校評価保護者アンケート「学校は、わかる授業に努めていると思いますか」でも、昨年度より4ポイント増加し90％であった。12月実施の１、２年生の佐賀県小・中学校学習状況調査では、県の正答率を下回る教科があるものの、昨年度より県
の正答率に近くなっていることから、今年度の学力向上へ取組をさらに推進して行きたいと考える。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校評価保護者アンケートの「お子さんが本校の生徒でよかったと思いますか」では、昨年度同様92％の保護者が肯定的な回答であった。学校評価生徒アンケートの「あなたは、学校が楽しいですか」では、昨年度より３ポイント減少し84％、「あなたは、学校生活の中で相談できる人（先生、スクールカウンセラーや友達など）いますか」では、昨年度同様84％の生徒が、友人関係や進路・学習面など、さまざまな面で不安を抱えながらも肯定的な回答

であった。このことから今年度の学校教育目標に沿った教育活動はおおむね推進できていると考えられる。しかし、「学校が楽しい」と肯定的に答えている生徒が、昨年度より減少しているので、コロナ禍でも魅力ある教育活動ができるように工夫改善していく必要がある。

・学校評価生徒アンケート「先生方は、わかる授業に努めていると思いますか」では、昨年度より１ポイント増加し93％、学校評価保護者アンケート「学校は、わかる授業に努めていると思いますか」でも、昨年度より１ポイント増加し86％であった。12月実施の１、２年生の佐賀県小・中学校学習状況調査では、県の正答率を下回る教科もあることから、学力向上への具体的な取組を検討し実践していく必要がある。

２　学校教育目標 自ら学び心豊かにたくましく生きる生徒の育成

３　本年度の重点目標

◎基礎学力の定着と「主体的・対話的で深い学び」の実践に向けた授業の工夫・改善を図る。　　　◎道徳教育及び人権教育を推進・充実させ、心豊かな生徒の育成を図る。

◎生徒指導の三機能を充実させ、自己指導能力の育成を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　◎特別支援教育の推進を図る。

◎小学校や家庭・地域と連携した教育実践を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎業務の適正化を図り、教育効果を上げる。


